
 

 

 

【巡視箇所】 水沢山ブナの森公園→粕毛川源流部（三蓋沢合流点付近）往復 

【巡 視 日】 平成３０年１０月３１日（水） 

【報 告 者】 専門官 有本 実

 

 １０月末日ともなると、白神山地の紅葉は盛りを過ぎてすっかり晩秋の装いです。当センターと

しては今年最後となる世界遺産核心地域の巡視に、ブナの落葉を踏みしめながら行ってきました。 

 

今回の巡視も『原生的

ブナ林の長期変動調査』

の監督を兼ねたもので、

６月２６日と同じルート

を辿りました。核心地域

内の調査区に向かう途中、

クリタケやムキタケなど

晩秋の茸類が傘を開き、

林床には沢山のブナの実

が落ちていました。ツキ

ノワグマも冬眠前に、存

分にブナの実を食べて脂

肪を蓄えた事でしょう。 

 

あのマザーツリーが折れた台風２１号の影響でしょうか、調査区内のブナ林も数本、幹の途中か

ら折れていました。調査区内の木々は１本１本全て個体識別用のナンバープレートを付けて、毎年

その状態を記録しています。倒れてか

ら根株だけになり、さらに腐朽が進ん

でナメコなどに分解されて消滅する

まで、その木の一生を記録し続けるの

です。大きなブナが１本倒れれば空が

大きく開けて日差しが林床に降り注

ぎ、新たな稚樹が芽生えて生長す

る･･･と、その個体に新たなプレート

を付けてまた記録していきます。自然

環境の変化を的確に察知する上で、こ

うした基礎データを収集する地道な

モニタリングが重要なのです。 
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クリタケ（食用） 

ニカワチャワンタケ（食用） 

ブナの実を食べたクマの糞 

調査区にて。背後の折れたブナ

は『折損木』として記録します。 



 

 粕毛川の水面を吹き抜ける風

は冷たく、源流域のブナの森は

黄色から茶色へと色褪せはじめ

ていました。誰かが入山した痕

跡も見当たりません。 

･･･調査区内で倒れたブナの

木の下で、来春どんな草木が新

たに芽生えるのでしょうか？ 

早くも来シーズンのブナ林を頭

に思い描きながら、大きく傾い

た陽射しに急かされるように下

山しました。 

個体識別用ナンバープレート 

粕毛川は長靴でギリギリ渡渉できる水量でした。 

粕毛川と三蓋沢の合流点付近。平成最後の核心地域の情景を目に焼き付けました。 

根株だけでも記録します。 調査区内の倒木に生えたナメコ 


